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い て い る 。 尚 シ ン ト ラ ー は そ の 舌 間 の 中 で 、 ペ ー ト ー ヴ ェ ン が「ミサ・

• 総 9兒

「 ペ ー ト ー ヴ ェ ン の 宗 教 観 は、教会信仰に甚礎を布いているというより、

埋神論に そ の 源を見出したとい うこと は、かなり確実に云い得る 」と、

楽聖の 弟 r-シン トラーは述ぺている。ペー トーヴェン自身は本教に つ い

て余 ，） 111こし なか っ た 。 「字教 と 薮字低音は決ま りき っ て\• るこ とだ。

論讀するまでもな＼、」と彼は云 っ た 。 外見的には本教 には強い関心がな

い よ う に 見 え 、 教 会 や教義にはむしろ冷淡な態l貶を示したとしても、心

の 中には迎い神へのは仰があ った ,7)で ある 。

そ して彼の神は彼の芸術と直接1こ つ な が る も の で あ っ た 。 「・・ ・・・・我が

芸術にあっては神はほかの人々 よ り 私 に 近 い こ と を よ く 知 っ て い ます。

私は恐れる こと な し に 神とま じわ っ てし、ごす 。 ......背楽の啓示に よ っ て

解 き 明 か されるものは、神聖なも のへの 帰依です・・ ・・・・」とペートーヴェ

ン は ペッティー ナ・フォン・プレ ンターノ （このぺた

ペ ー ト ーヴェンは子供の時からカトリックの典礼に親しんでいた。ポ

ンの選平i~ の 宮 廷 で 、 そ の オル ガニス トであ っ た若いペー トーヴェ ン は

典礼 音 楽 を知るこ とができた 。 ウィーンヘ行ってからも、ヨーゼフ ・ハ

イド ンやア Jしプレ ッ ヒ ペ ル ガ ーから、 厳格な教会音楽も教わ っ た のであ

る c

しかしペー トーヴェンの作品中、厳密な意味で敦全音楽であ っ た も の

は、 一／つ のミ サ （ハ長調 とこの二艮調 ） と 第三 のミサのための僅かばか

りの ス ケ ッ チがあるだ げ で あ る 。：II: 厳 ミサの作曲 に当 ＇） 、彼 は r立の音

楽を守 くためには、カト リ ッ クのあらゆ る教全音楽等を知 ら わばな らない」

と云い、ルドル フ 太公の 内 7;•; な r'f楽図苔館に とじこもって研究 し、 一 度

作曲した こ と の あ る ミサ典 礼 文の ラテ ン 即を、 一 字 一 句ドイツ Ufに ;II(し

て貰 い 、そ の 11}→の 艮 短 ま で "確に教わ っ たこと、またそ の 作曲 1::子）りl

以 1・_(7)艮年月を要したことは、仝 く非常 な 然 の 入れ方であ っ た こと を物

紆吾る 。

ペー ト ー ヴェ ンの 第 芝 ）~I17l: ぶ教的なも のの 最大 の 及 Hlと して..:. 17)「ミ

サ・ ソレムニス j を挙げるこ と が で さる が、この 1 111 は次 の よ う な • 1 1·1)'1 1 こ

より成立したのである 。

1 8 1 8年ウィ ーンで、 ルドルフ太公がオル ミュッ ツ の 人: • •J 教に選定され

たと 発表 された 。 太公はペー トー ヴェ ンの,xirで もあ ')、また反的 によ

って結ば れた 庇 漢 名 で も あ っ たので、ペー トー ヴェ ン は来る ぺ さ太公の

登位の式典の為にミサを作曲しようと決慈した 。 それ についてペー トー

ヴェ ン 1:l.、太公 に 次の ように苔き送 っている c

「太公の祝典に際し、私のミサが演奏を昨されるならば、誠にその日こ

そ私の生涯の 最 良 の日と なる ことと 存 じます。 神も私の徽力がその日 17)

盛償 1こいささ かで も役 ：立 つ よう私を '!!f.さ給うこと と存じます j 一 しか

しこれはその時I~よ実現しなか っ た 。 そ れ よ ') 5年後、 J111ち登位の日よ

') 3年を経てや っ とペー トー ヴ ェン は ミサの作曲を終 え 、総諮を 献 氾 し

た 。 こ の よ う に 完 成 ま で に 41-常な uり芥日 を 1災したとし、う.,ヴとを見ただ It

ケ• も、労作が子）り1以 ，．． に厖人なも の にな っ たことがわかる 。 「何 故なら｀

作 1111を始め ると 次か ら次へ と 楽 忠 が 沌 き 、 ど の 末咲も どの楽窄し 思わす

知 ら ず最初 の 予 定 を は る か に越 し て、長いものにな っ てしま っ た 」

ペ ー トー ヴェ ン は 沢 常 なま での J・il奮裡にこの作曲 を llf-1始した 。 彼 の 友

人シ ン トラ ー はそ の 様 子を「そ の 最初か らペー トー ヴ ェン はす っ か り人

/Blが変 っ てし まっ たか と思 われる代だ っ た 。 彼をよ く知 っ て＼ヽる年 1・ダ）

友入j堂も、 1819年 の こ の 時 期 を除いては、 後 にもたにもこれ程までに疫

中にな っ たベート ー ヴェ ン は見たことがなし、と云うにちがし 、 なし、」と{!~

ソ レムニス」を作曲した 当 時の逸話を 次のように述ぺている。

「1819年 8月の終り頃、私は音楽家のヨハン・ホルツァルカと一緒に、

メードリンクのこの巨匠の家を訪れました。午後四時頃のことでしたが、

家に芍 くとすぐ私達は、丁度その日の朝ペートーヴェンに仕えていた 二

人の女中 が 二 人共暇を とっ た と い うこと を聞かされました 。女中達が食

の 用意をして待 ってい た のに、あまり 長 く 待 た せ るので 待 ち く た ぴれ

て 二 人とも眠 っ てしまい、料理がす っ かり食ぺら れ な く な ってし ま った

こと から 、 真夜中に家中 の人達 をぴ っ く りさ せる 程 の 類ぎ が持ち上 っ た

というのです。なるほどドアがぴったり閉められたペートー ヴェ ンの 居

室 からは 、 ク レドに用いるフ ー ガを作ろう として 彼が声を出して歌 っ た

り、唸 っ たり、足蹄みしたりする のが聞えて来ま し た 。その恐しい有隅

に 暫 く 閲 さヰ•とたててから、 };j\ ?, j としか() tc •,'f でした 。 トアか中から

、ぬ
d・
一一

この種の作品でペートーヴェンによ っ て「ミサ・ソレムニス」よりも

先に上かれたのは、ハ艮潤のミサ•曲だけである 。 ハ長調のミ サは 1807

年に作曲されたものであるが、これについてペートーヴェンは、 r私は

これまでのようなテ キ ストの扱 い方をここでは 一 切 用 い て お り ま せ ん 」

と出版社に述ぺている 。 この言葉はそ の まま二長調の「ミサ・ソレムニ

ス J にも云えることである 。 事実このこつのミサ 曲には深い関係がある

のであって、ただ後から作曲され た二長調 のミサは、その性格か ら云 っ

て あ ら ゆ る lfliIこ於て非常に大きなもので力強＼、し のを志向 していると 云

えるであ ろ う。 従 っ て，、長調のミ サ が礼拝 用の性格 が強いものであるの

に反 し、こ の 「ミサ ・ソレムニス」は礼拝用 とい う枠を越えていると云

えよう 。 パ ッ ハの口紅間のミ サ と同様、これは狭茂 の 教 会許楽の範略に

止まるものではない 。 多くの楊合 これが演奏全で演奏され るのもそのX.)

て＇あ る が 、 さ れ はfと云 っ てこのn項 hのが牧的な性囮J.を もすUな』,IL IJ. し
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LL月かれ私遠の前にベ ー トー ヴェ ン が 0・［現われました 。 恐ろしし、程惑f.LL 

た顔付をしていました 。 まるで競 'f• 相 手の令:{¥'楽家と命を的に戦 っ て米

たような様了— でした 。 最初は私達の立 Ii~ きに 鵞 いて不.,火を 感じたのか、

云うこと もし どろ も どろでしたが、すぐに立ro:ってその日 の 出*"'' を 私 遠

に記したあげく、乎然として 云 し、放ちました 。 rさ っ l:t') したや '))jさ、

だけど唯し彼も -~ を出 て 行 って しま ，て、私は昨日 の 仕かっ何し食

ペてし、 なし 、のだ よ』・ ・・・・ ・・・・ 恐らく、 この「 ミサ・ ソ レムニス」程の

偉 大 な 作 品 で 、 こ れ 在 ま でに窮 乏した生活の 中か ら生まれたというこ と

は前代未聞だ と思います」

な お 、 ノ ッテ ポ ー ム の 第 ニペー トー ヴ ェ ニ ア ー ナによる と、先ず 1820

年頃 rキリエ」 「グロ ー リア」 「クレ ー ド」が相次いで完成され｀次い

で翌年から 22年に 亘って、 「サ ン クト ゥ ス」と「アニュス・ デ イ」が仕

上げられたと云われている。結同作曲年代は 1818年頃か ら22年に及ぶ 4

年 rぶとみなされる 。
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米 してこ の 1/11が 典礼音楽 とみなされるか否かは、 此 の許楽に 関する恨

本 的な問 題 で ある 。 この問叩 の 追；ドは種々の．，．』'・に つし 、てなされねばなら

なし、が、 今は唯此 の．、生 に つ し、てほ とんど 相対 屯する ごつ の ;'f楽史家の慈

兄をかかげ て ；；,,, くに止めたし 、0

その・つ は,,ウル・ ペッ カ ー であ っ て、次の ように述ぺて＼ヽる 。

I {l滋 ミサ 1111」!:こ於ては 、儀式の ための一 切のぢ忍と、儀式へ の 一 切 の

直接関係 1ょ束て 1、•られ て いる 。 fl~I 々の部分の恐ろしい艮さ と 、その糸，＇；呆

と して全体として の 作の L乏さは- -・P: 衡 の 中 心を 勤 行から布楽に移しな

がら、それに伴う教全の儀式を単なるつまらない邪I窪物 のように思わせ

るであろう 。 作曲は fN侶の訂葉の沢術的な角名明を旨とする元来の考えを

湿 かに凌約 してしま っ て い る 。 演奏-YrI文ぴ聴衆にこの作の 諜する凄ま じ

い床,1神的緊販ば、 更 に人き な共吟、吏に広い見解、思愁 に 一 定の行程を
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追 うことを 強い る 岱殊な f3 条 につし、て、 数会が()~ し得るも の よりも更 に

活 気の ある吃かな慨念を要 求する 。ペートーヴェン は教全と世間 と を区

画する "!!.を突き破る 。 彼 の 教 全 は、彼 の幻彰 の 極限ま で す広がる 。 彼 の 祭

壇 1ょ宇 宙 の 心 臓 で あ る 。 そし て 彼 は 何守の 独断的制限 に悩 ま な いであろ

う。 ............r荘岐 ミサ 曲 」の性牧は 最，mの .CT味 で 非教全的である 。 通

常の形式の意識的な袖菜は、 ペートーヴェンの交•j1j11!fl をああも り',!.例 1こ し

たのと 1,,Jじ 名 え を 、 ・ぷ教楽の ）j面 へ応）IIしたことから 'I'.じた。交咽 曲 の

町 111家 として、 民 i'.的 な 油奏全 tV,のために (./'i1-L的 な 杜 交 芥 の 狭 匹な サ ー

クルを 東 て .1,')ながら、ペー トーウェンは、よ ＇） 人・ きな 包含を 志し た 。

そして 1.. J様 に 、 彼 は そ の ミ サ 1111を公式の教 会の会 衆 よ ＇）も 吏 に広 けしな会

YRの r・ めに作 っ た 。 自 己認識に 向 って 人 II り の 席 ,~りの表現 であ る彼の 諾 交

で利 111.J..既に新たに進化した公1片ji¥i(l;s全を 神べ'!_fヒ し て し ま っていた。そ

IL故 1こ、 ミサ 1111が 1.. J t: 建物の 中 で 演公 されたと二ろで、そ れ ば %も Cl漬

て I.Jなか 』にろう 。 'JJ.11祭こ の ミサ 1lt11.J.11'1<式のtl'l料 を少しも 行 慮 に 入れ て

し、なか ,le。 （人一Ill.'!.¥,亡!ff:L'C,11()

之 1・ lJし ') I• ソラーは次の よ う に 云 う 。 一 一 こ の作品の「カ トリ ック

ヤ1」 IJ.. はなは Iご し ば Ii;t'l:r¥1/flcこさ /Iて、ヽるが、はなはだしい場合には、

.:. り） 中 （．、・ I・ ー ヴ ュ ンが、 あら心る .f.(会的なしの（こ、；令然と 対 立して

し、る .:. ,L ,/) ,!,I拠を 見 る入さ え し・る しかし .:.11:ょ，!¥・,て、．る と,.. , ,., 

は 、ペ トー ヴェンは、ハ イ トンや後 のプル I クナ ーの ような {.;心昭 [,',I

な、火ti'的なカトリ ・／ ク教徒 ではなか っ t.:が、カト ') I ク i'義 の !(I-'が と

は、布し、 時 か ら 密接に 結びつけら ILてし、た 。 彼の本 教 1よ` よ く 屈って ぢ

えら れ て い るよう な 「理神論j で は なく、 ,t.:・りのキ ，｝ス 1・粒 てある 。 そ

して彼が自巾意志に よ って 、彼 の弟ーr- であ • )j位，位名 であっ た ルド ル 7A..

公の オ ルミュ I ツ k憎 n・： 登 位 を祝って、 ,I:典 的ミ サ を ，りこうと 決心 し t.・

時 、 彼 は 教 会 Jfjの もの を与 え た のであ って、それ以外 のものでは な か っ

た。云う ま で もな く、 こ の 作品は この目 的 には 1::1に合わなかった L、 糸h

局 （よ礼坪用演奏のた めには （列外的 な場合にしカ・Jllいら れ な い よう な 戸 K

なも の にな っ た 。 それ に もかかわ ら ず 、 オ ースト リアでは II寺々 教 全で般

も大 きな ミサ の儀 式 の時 に 上演され て おり 、 最 近に な って、 カ トリック

当 聞 からこ の 自的のた めに適 ってい る と い う 二 と が は っ き ＇） と確 認 そ れ

た 。 ま た、 ,,i実 「キリエj の 最初のいくつ かの 和 ・行 によ っ て、 我 々は大

伽鴫そ で行なわ れ て い る ミサ の儀 式の、 ,,:1店 で 神統的な 世芥 の 中 に 引 さ込

まれる 。 二の作品 は 演奏全 場 に充分向 し、てし 、るとは云えなし 、。この点、

演奏全 渇 の 光 や気分に よ く調和する パッハの「 口短 調 ミサ 」とは反 け で

あ る 。 しか し 宗 教 的 （義式が本悶 となって いる敦全では 、この「荘厳 ミサ」

が 純 存 楽的 に完全に そ の 力 を 発揮す る こと は出来な い。この よ うに この

作 晶は 、 他 の 最高の芸 術 の 多 くの ものと同じく、 実現可能のか な たに 横

たわる 領域の 中 に ま で突き 抜 げてし ま った ものと な ってし 、る 。 （克潤二

氏，)I''.)

ペートー ヴ ェ ン 自身かってこの二 l乏調 のミ サ を r禾ムの 最人・の作品」 と

称 し、或は「最も完成された 曲 」と云っているが、 この よ うに 自 ら 高 く

評 価 していたこと を考 え あわせ る と、ペート ー ヴェンが こ の 曲 を最 し店

fiffiな 条件 で 出版 しよ う と 多 くの 出 版 社 と し、ろし、ろ交渉 L.たとし 、う 二 とは

容 易 1こうな ず け る 。ペー トー ヴ ェンはこの曲 が 自分の 評価 と同椋 に 世間

から も高 く評価される：：： と を望んでいた二とは確か で あるが、 実は 当 時

シン トラ ー も云 う 如く、 ペ ー トー ヴ ェン は経布的 に 困 窮 し、 平．急金を 手

に 入れる必要に迫 ら れてい た という 理由もあ っ た 。 最後 にペー トー ヴ ュ

ン は数か所の 宮 廷に この 譜の写 しを送 っ たが、それは 1823年のことであ

る 。 十 か所の宮廷か ら演 奏 する旨 の 返平があ っ た 。 その後マ イ ン ツ の

ショッ ト社と の 間に契約が結ばれたが、 それにも拘わらず 、『ミサ・ ソ レム

ニスJが出 版された の はペー トー ヴ ェンの死後 1827年に至 ってからである 。

初演は 1824年 4月 6日ペテルスプルクでH なわ れ た 。 ドイツては、ポへ

ミヤ のラ ウ ジ ッ ツ の小郡市 ヴ ァ ル ン ス ド ル フ で、 1830年 に 演奏 さ れ たの

が始め てである 。

我が国 で は 1928(昭和 2 ) 年 12 月 22 • 23の 両日 、天旦の即位奉祝演奏

として、ラ ウトル ッ プ の指揮に より束京 許楽学 校（現芸 術 大 学脊楽部）

で 行 な わ れ た。

楽雑編成1ょフ ル ー I-2、 オ ーポエ 2、クラ リネ ッ ト 2、7 ァ ゴ ・ソ I-2、

コ ン トラ ・フ ァゴット 1、ホル ン 4 、I-ランペッ I・2 • トロ ン ポ ーン 3 、

ティンパニ 1対 、弦楽 合 奏 、オルガン、 J/Lj人の 独咄者 と合 U/',団 。

ペ ー トー ヴ ェン は この曲 の M叩 、 Jf,l:ヤ/Jの キ ，） エよ ＇）も前 に r心（ヘル

ツ）よ り出で—再ぴ心に人らん二とを」とし 、 う 語 を ；•“ し、てしヽるが、 た

際 この＂ 句 の 通り 、 此 の 将 楽は人の心 に 決 み 澄 っ ている 。 ペ ー トー ヴェ

ン は 「歌 手に も聴衆に も 同 様 に りJ(I笑 な気持 を起させ、 且 つ 持 続 させる・・・

• •他の人よ り 一層 近く 神に近付 き、そして 神の栄 光を人 ヌ釦こひろめること

よ り尊 いことは な い」とし 、う意 図の も とに 作 111!した 。 そして 股初の 部 分
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の 演 奏に は符に ..Mil Andncht .. (り~'t'. 1)  'llr,,. <り；ごヽ・,.,, ん＇｀

二 ILはや力ご介1!!11・11るしの 'L • ぢ ., :, 11 {、 1111 IJ II• ャ •1c ノ），；＇、 I 1,1収,v・

な公け を11-r--じ 酌'I、彼咋を ，ti(岱 I¥"— f~C I・ベ・IJ.JしIJ; カ・ 4、,,,,, -f, /, 

このような 泊;,、紅図は、しう つの偉 人な，ti,~会 Ill"' ''1111 .• , <・"'' 

「口短調 ミサ 」にも i!!iずるしのである 。この・.-,り） !1 ,',,',:J.、 ,',',''1!.!l'i'・Jなが

け とかがfにミ サ のテキストの扱 し、 ）iiこ対 す る 態 l'.l_しし 、I,•, .• ,I l」1・1如 二Ill

必 した も の があるが、 それ 以 l・.1こ.CT:図の煤泊iさとし、 うことて ，1¥/tを 1・l 

る。 「ミ サ ・ソレ ム ニス」が ，IJか れ た の （ よ 、 そ れ 以1iりに作tiltし．た J没後の

ピ ア ノ ・ ソ ナ タ、 中期の弦楽I'll•T( 奏曲 、 !'炉ヽは八つの交評 1 111 會!), て 染さ 1

げた彼 の 荘滋な 芸 術 に応:(7)糸，与論を与えようとしてし、る C パウル・ ペ 9

カ ー は 次の よ うに云 っ てし ・る。 「ニク） 『ミサー ツレムニ;,,_JI よ、 II―多 式 だ It ~

つま ＇）テ キ ストとか惰 想 とカ・全 体 の 組 'ヽf_と か し 、 う よ う な し の だ け を 教 仝

ミサ曲 から 取 人 れ て し 、 る だ げ て あ っ て｀その内宕から 見 ると、 第 9ヽ 交・即

＂りと第 ／し交代11111をつなく 独 打な 中 i::1部 をなヤしのて、 独 11/',I).しゞ 合叫 ',f・}CTl 

字 数 (i '.J 交 詞Iii である。そして ~ }し交粋 1 1!1 はこれに月応する I llイ谷 l'i'J 交加 1 111

として、これに続いて 1((ちに 作 ら れ たものなのである」



●各曲の解説

第一楽章キリエ

キリエの歌詞は、他の 部 分 が ラ テン語であるのに対 し、ここのみギ リ

シャ 語である。

c:_部に分けられ、第 一部と第 三 部はア ッサイ ・ソステヌ 1で 4分の

4拍 f 、 二長調 。 第 二 部はア ンダンテ ・ア ー／ サイ・ ペン ・ ?Iしカー 1で

2拍 千、口短池］に始まり、嬰へ短調に終る 。

第一部 ペ ー ト ー ヴェン自身が「I孜1笈に j と111-J)JIIしてし、るよう 1・ 、厳

陳［な気分のもの 。 曲 は トロンポーンを 除い ての介楽盛 の ）） 9狽い二 J乏，j/,Jの

主 ＝．和,'fに 始 ま り 、 やがて1;,;(fとな，て弦と 木竹 とがからみつつたしい

序奏 を終ると 、 合 11,",が }J強 く、 111'ぴかける tうに「キ，) T 」を歌い始め

る。それをうけてテナーの独 II/',ヵ'!jlj(¥'で「キ リエ」を歌う。

このようなII乎ぴかけ が次に合II/',とソプラノ H,111',でく ')j伍 され 、屯に J汝

強 背で合咄と全竹弦楽 器が呼びか け ると、アル 1の独II/',が ，,,'/い求めるよ

うな旋律を歌い出す。

その後は合II/',のみが以 lこの呼びかけ と祈願 の 動慨を中心に歌い つづけ、

最弱脊とな っ て第一 部 を終る 。

第 二部 クリ ステ ・エレイソンの 部分で、ペー トー ヴ L ンは第一 部に

比して気分的 に はうち とげて来 る。先ず 珈 I/',/'j-達 が 歌い出し、合叩は 16

小節 程度にな らねば/J[Iわ らない。そのr1 ,riの 部 分 に 於て、 第 一 部で交 互

に現 わ れ た 呼 ぴ か け と祈顧の よ うな !fr/)磯 が、合，さ れている 。

管弦楽器は第一 部と l'(な ＇） 、ここでは "'に歌戸 の fl'奏 をつと める のみ。

親密な濶 fーのこの部分は、独II/',部と合II/',部 の交 り合 った多占楽的手法の

後に PPPで終る 。

第三部 第 一 部 が 復 帰 する。 'llなる反復 では な く、 より }J強く、荘厳

に 押く 。この楽が全体は旋律 と歌刃の関係 に おいて、はじめから終＇）ま

で一 貫 し た 、 正 し く 字'tii的な門に大さ」をも っ ている 。

第二楽 章 グ ローリア

歌詞は吹ルカ福音芍'}2の 13に見られる、キリストの降涎に際して天 使

達が歌 ，たという 吹歌 に起源をもち、 特別に歓喜を表現する も の で あ る 。

第憎IIは アレグロ ・ヴ 9ヴァーチェ、 4分の 3rn f-の「グローリア・・ ・

．．．」、第＝ 部は メーノ ・アレグロの「グラーチ アス・・・ ・・・」（感謝し乍る）

の部分、第 ：．部は Jい））のテ ン ポ に も ど る 「 ドーミネ・・・ ・・・」(j・,なる尺(・)

の部分、第四部はラルゲ／卜の「ク 9 ・トルリス • •• … 」(111:の :Ji¥を除き給

う） の 部 分 ． 第 Ii部は アレグロ・マエストーソの rク 1 ニアム」 （そ

は主イ エズス・キ リス I・) の 部 分、 C!i六 部 はアレグロ ・マ ・ ノン ・ トロ

ソポ ・エ・ベ ン ・マルカ ー トから、-t{'..., ・ピウ ・アレグロを舒てプレスト

に至る最後の部分に分 けられている ＾

第一部 第 —’染咲とは ~--JI!(\ t'l'・Jな危．速，Jりで 1口 、 I~ ;,, ん除く令↑や弦楽

器の 二此調 I・.の 5小節の ,iり各の淡、よ 4・ 介11/',<7)I・ル Ih''人 1ー於ては 神

に栄光あれ」を合II/',する 、9

天七の芯ー及の歌はやが て仝介II/',の-,_:、/, Clt-<邸，ヤIll・,tIると、はた

とやみ、 4小節の後によず合II/',のパスか、~, し、 r・,;ヽ介II/',,」<J;t;、やか「＇ 地

に於ては 袴慈 の人 に、F安あれ」と歌い 、やがて 竹砂.I'-"'I ,., テ 9「 f'I'

俣 され て、 -Pl'び 力畑< r .f父寺 lミを 収 え」と ：：tkい：I', ペ II?o , ; 欠し、で「 1を

りとめ、 ヤ．を拝 礼 し 」 と 続けられ、 「 1二．を ，， tt 又 し ',~ る，に iヽ ，て＇んず介 II/',

のパス か ら歌 い出 され る フ ー ガ の 形 式 を と り、やがてハ lと,W,JI fll ;'; 「

於け る最 強奏 を歓 呼の絶頂として第憎IIは終る 。

第二部 クラ リネ ッ トの歌うが如き旋f ドに＃人されて、ハt•.J,U.',J か らへ

長調を経て変口長調に 人， て、始め てテナーの独郎が歌い出す 。 四和1片

に合II/'渭IIも加わり、感謝のーときが過 ぎると、再ぴ筍憎IIのテン、ドにも

どって 第：．部が始まる 。

第三部 変ホ Jも調に始まり、合II/"',が力強く riミ な る 天 E」と 歌 う。や

がて独II/',部が 「御 rーなるヒィエズス ・キリ スト」を 歌い 、 再ぴ合叫 がカ

強く「 ヒなる反 F.」 を 歌 う。

第四部 ラ ル ゲ ,I・、 4分の 2打l子となり、,'浄かな木行の旋律に打か

れ て 四和1/',が「 l=.1;世 の 罪を除 き給うにより」以ドを歌う 。介II/',部は勺兌

咋を1舜み給 え」 を く りかえ す。突 如トラ ンペッ ト が神 い て合II/',が「 i'.は

咽父 の 右に）屯 L糸合う」と力 強 く歌い、ま たピアニッシモでは 「 我 ｀ 序 を 1洲

み給え 」 と い の る 。 ソプラノやテナー独II/',も之に和し、全'"部が1燐みを

乞 う祈りをつづける。

第 五部 ティンパニの 連打 に始まる アレグロ ・→ エストーゾ、 4分の

3拍 r-。 全竹弦楽の強炎の 後、和1/',が「そは iミイエズス ・キリ ス トnfrs →

の聖......」とうたう。

第六部 アしグロ・マ ・ノン ・トロ ッボ・エ・ペン・マルカート 。 フ

ー ガ が パ ス 合 唱 か ら 始 ま る 。 「天主なる聖父の光栄にましまし給うなり、

ァ ー メ ン J のフーガが全声部参加で歌われる。後半はポ コ・ピウ・アレ

グロとなり、更に最後はプレストが来る。第一部のグローリアの主題が

まず合II[',のテノールに現われ、次で他の声部に模倣される。

第三楽章 クレド

ベー トー ヴェ ン は ク レ ド の 冒 頭 の 傍 に 「 万 物 の 上 な る 神 ー一神 は決し

て私 を拾てなか っ た」と苫いている 。ク レ ド の 歌 詞 は キ リス ト教徒の信

仰箇条の要約たるニケアのf,i経である 。 クレドは音楽的に云うと、テキ

ス トと ff楽の緊密の度が一 府研し、多くの戸部により 一 府 翌かな陰蒻が

与えられている。どっしりとした「クレド」の動慣がこの部分の 中心を

なしている。全体は三部に分かれ、 三 位一体の神に対する信仰の告白と

兄られる 。

第 一 部 ア レ グ ロ ・マ・ ノン ・トロ ッポで全管弦楽の 変 口 長 閲 の 下 屈

"'・ 和音上の最涸奏に始まり、直ちに合叫のパスからクレ ド（イ言仰 ）の動

機が歌い出される 。 テナー、ソプラ ノ、アルトにくり返される 。 全合叫

が＇我は唯 一 の主を1言ず」と歌いつづ ける。ただ「インヴィジピリウム」

（見えざる物）の個所は急に弱音となる 。 次いで再ぴクレ ド の 動機 が歌

われると、今度は「唯一の主、イ．エスズ ・キリスト｀天主の独子を」と

歌いつづけ、 「主は万世に先立ち……」の句では汲弱脊で歌われつつ、

神統を表現する「天主よりの天主……」と力強く歌われる。 「父と同一

にましまいで父子一体を現ゎすため、フガートが用い られる。管弦楽

が変ホ灰潤に入って静かに奏せられると、合II/',が「人たる我等のため…

…」を歌い始める 。

第二部 アダージョ、二短濶で低音の弦楽器に伴奏されながら独叩テ

ナ ーが敬虔に「聖需によりて 一ー」と 歌い始める 。 次 いで独叩アルトと

ソプラノも歌い始めると、木管が聖盆の象徴たる鳩を愛らしく模倣する

ように加わ って来る 。 「充貞マリアより人体をとりて」と合叫部がパル

ランドで心からの信仰を現わす。木管は聖母の1憂文さを描 い て い る か と

も思われる 。 次にアンダンテとなるが、テナ ーの独 II/',が「しかして」（エ

ト）とためらいがちに歌 ったのち、うれしそうに「人とな 'J*合えり」と

歌い出 し、合n/',部もそれに和す。 「,-字架 に」の部分から苫しい気分と

な る ， 曲は アダージョ ・エスプ レ ッシーヴォと なリ 、 「ポンテオ ・ピラ

トの下に て……」 の 部分となる 。 「苫しみをうけ」 （パッスス） は全介

,1/', のユニゾンに始められ｀独咄各声部が次々に加わり、 「バ ッスス」を

いたましげにくりかえす。合叩は更に「エト j を く り かえし、更に _.f[llf_¥

も再ぴ）Jnわ る。

ア レ グロ ・モルト とな り、 9ヽ艮調と へ長調で「天に昇りて」の部分と

な る 。 合 11/',の 各）11部は相次いで全詐jl}'r的にJ::fl. し、·~弦楽も同様に昇天

を現わ す。 「咆父の’右に座し … …」は凱歌のようにひびく 。 よろこぴの

,: It歌が終る と、合11,",Iよ rF. は生名と死行とを裁かんため •…..」と最後の

布判 を厳粛に歌 う そ の 中「ユデ イカ レ」 （審かんため）はトロ ン ポ

ーンの ひぴさにと序人され、 「ヴィヴォス」 （生 け る 人 ）は力頼くハ長澗

で、 「モルトウオス」 （ 死 せ る 人 ） は 弱 く 口 短 調 で 歌 われる。次に確m
,.~J.:J. て 「 そ の御国は終＇） なかるぺし」 が歌われる 。ペー トーヴェン は最

後に rノ，，，、ノン 、ノン」とく＇）かえして終 ＇）無き こと を強調する。

第三部 ~-粁IIのテンポにもどり、へ長閻でクレドの動磯が終る。こ

の 動磯は )J強 くく ＇）か えされ、 「未来の生命を持ち米る、アーメン」で

殷祁i❖JJ に達する。次いで 一段落して次はアレグロ ・ マ ，ノ ン ・トロ ッポと

な り、r,+:; 来の生命を待ち咆む」の~ I:大なフーガが合II/',、ソプラ ノに よ っ

て始めら れ る 。 フ ー ガの後半はアレグロ・ コ ン ・モ l、と なり、力強 く も

f,T仰 をうたい、 屈後に グラーヴェで「アーメン」 が Tf(ll/!,も/JIIわ っ てくり

か えし 歌 わ れ る 。 終 り は 竹 弦 楽 が 上 昇 音 階 を 促 し 、 屯11/',のア ー メ ン が 水

fll・ への絶対的研!if;'¥'を浄かに及明し つつ曲を糸，',ぷ。

リーツラー は次のように云う。

― このグロリアとクレードの こつの フーガにおいて、 ペ ー ト ー ヴ ェ

ンのフーガの技術は最も明らかにあらわれてお 'I. • r,,J時 に ま た 、 こ の フ

ー ガがパッハのフーガとどこが）·~ 'て いるかも、これにおいて特に 明瞭

にな，ている。 すなわち、 フーガの原則は こ の場合し 、パッハの場合と

luJじく守られているが、パ ッハ のフーガを特徴づけている，浄的なものが、

: II: 大な活動性に所を浪 って いる。このようなペー トーヴェンの フーガは、

もはや ljtに内に’必成してい る も の の展開ではな く、 動揺に允 ちた ，lこ成 」

であ り、また常に新らしい日的に向けられた発展 でもある。 もしもグ

ロリアのフーガ、ペートーヴェンが，Fいたもののうちの最も }J強いもの

の一つであ るな らば、クレドのフーガは 、 人きな昴籾の力 にみ ちていな

がらも最も然狂的、忘我的なものである。
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第四楽章 サンクトゥス

祭項上でパ ン と葡萄洒の聖変化の直 前に歌われるサンクトゥスの部分

と、聖変化 後に歌われるペネディクトゥスの部分より成る 。 此の両部の

間 に 前 奏 曲 が あ る 。 即 ち 此 の1iil奏 曲 が聖変化の儀式のfl'奏をつとめるの

である。ペートーヴェンは既にハ長調ミサでサンクトゥスとペネディク

ト ゥスと を結ぴつけているが、これは元来の儀式のしかたには反してい

る 。 巧が変化の 間 音楽は沈燃するのが1伶山である 。 しかしオルガ ン は小さ

い ?'rで 油 奏 さ れ る の は 許 さ れ て い る か ら 、 ペ ー ト ー ヴ ェ ン は 此の昨可に

よ っ たものであろう。

第一部 サ ン クト ゥス はアダージョ で始まる 。 キリエ同様「敬虔に」

とー，Ifき加えられている 。 低音弦楽器とフ ァ ゴ ッ ト、クラリネ ッ ト、ホル

ンを tとする前奏ののち、アルトに始まる「空なる哉」の Ill¥重11/Jが来る。

次にアレ グ ロ・ ペ ザ ンテ に変＇）、 トロ ン ポーンを除く全竹弦楽に作奏さ

れ て 、 先 ず 独 叩 ソ プ ラ ノ から「主の栄光は天地にみて＇） 」 と歌い出され

る。 次 に プ レ ス ト と な り 、 フ ガ ー ト 対 来る。独II/ー＇,ソプラノから始まるの

である 。「 いと高き処、オザ ンナ」の歓II和の四切I/':のうちに第一部を終る＾

第二部 、ノス テヌ ー ト ・マ・ノン・トロッポで、フルート、ファゴッ

ト、ヴィオ ラ、 チ ェ ロが主として奏する戻しい Iiり奏曲 が来る 。

ペネディクトウスの部はアンダンテ・モルト ・カンタ ーピ レ・ エ ・ノ

ン ・トロ ／ポ・モ ッソで前奏,11,から続いている。此処では独奏ヴァイオ

リ ンがセ と な る 。 祭 坑 I::へのキ リ ス ト の 神秘的降臨を象徴するような、

天 IEl(iり下降旋律で始まるの である。 浄かに合II/',のパスが、控え nにパル

ラン ドで r七の 名によりて来れる者は祝せられ給え」とだけ歌う 。 独奏

ヴァイオリンは続く。やがて独II/',アルト、次にパスが「ペネディク ト ゥ

ス……」と歌い始め、 二屯II/~ が続く。次に四'f{lll/',. 合 II呂となる 。 四屯咄

か ら 歌 い 出 される「いと祁き処までオザンナ」は、 トロ ン ポー ンに力強

くfl'.岱される介II片部 のフガー トにうけつがれ、ヴ ァ イオリ ンの 開は再ぴ

空の彼 }jに舞い戻 っ て行き、 £111は浄かに終結する 。

このペネディク I・ ウス はリ ーツラーが「今ま でに ;Ifかれ たもののう ち

の最もり・坪'fiな背楽」 と 呼 し た部分である 。

第五楽章 アニュス・デイ

（アグヌス・デイとも発許される） ，;J祭は既にパーテル・ノステルの

iミ廊3文を終り 、この 曲 の 次に咽体打領の式が行なわれる ことに なる 。 此

の楽 味の終結がややあ っけなく、物／心）ない感をあたえるのは、次の聖

体秤領が ＊ る ため である とも解され る。アダージヲ の部分、アレ グレ ッ

ト・ヴ ィヴ T ーチェに始まる「ド ー ナ 」 の 部分及び、プレストに初まる

第 ：．部から成る 。

第一部 アダージョ ファゴ ッ ト、ホルン及ぴ弦楽器による口短調の

前岱の後 、 独 n/',バスが グレゴ リオ咽歌）貞しな旋げで「世 の 罪を ．．．． ．．」と歌

い出す。やがて男声合11/',が /JIIわり、更 に jJLj部 介Iれ となる 。 「神の烹」の

呼 ぴか けは 三 ）変行なわれるが 、 11,l:初は独11/',パス、次は独11/',ァルトとテナ

ー、二．度日は四声部全 部によ ，て 哀訴するように歌われ、その郡）虻合11/',

がそれに「憐み給え」 （ミセレ ー レ）と答える。暗い短，W,Jが此の部分全

体を支配し てい る が、 憐み を求める IIJJ.ぴ は心に 追る力強さを打 ・9 て いる。

第・.部へ移る部分は沢'ii\• な又しさを打ち、 口短聞の中に、希望を予告す

る光のように r'll.'二 .J の 背 が 人 )て来る。二つの和音の後に合II/',の「神

の-~そ」がひぴいてし、るが、 「それはまるで少渭ほか ら救い 出された人 1:.:1達

ペ,.lくに解放や平和を哨み兄ている人間冷のおずおずした叫ぴのようで

ある」 （リッツラー）

第二部 アレグレ ・ノ ト ・ヴィヴァーチェ、 8分 の 6に変 ，て「ドーナ」

から 始まる 。 作 !Illギiにより 「内的な、 そして外 的 な ・ 四 和 を 求 め る 願 い 」

と ，,,き添えら れている 。 ~II/ ', が「我咋に、F安を ＇］・え給え j と歌いつづけ

る。やがて「 平和を」 （パ ー チェム）の祈＇）がくりかえされ終ると、 T

レグロ，アッサイとなり．ティンパニとトランペ／卜が遠くから 1戦争の

いぴきを伝える。独11/',の ア ル ト が レ チ タ ティーヴ 1で「世の :.)11を ......., 

＇ を歌い、テナーも「神の吃、孜守を1悦み給え」と歌う。合叩も Imわる。

最後に力強 い トラ ンペ・ノ トに とヰかれ、 ソ プ ラ ノ 独 11/',が「神の、空」と悲痛

な叫 ぴをあげ、 「ド ーナ」をつづける 。 曲 ははじめの速さに帰リ、 「我

等に平安をりえ給 え」と 四屯11/',がうたう。次に合11/',のパスから始められ

る「ドーナ」のフガートが来る。

第三部 プ レストとなり 、 竹弦楽が不安な フガー トを俣する 。 この混

沌 の 中から、やがて合11/',が 7,ルテ ィ／シモで情然的に「神の ．危」に呼

ぴかげる 。合11/',にソプラ ノ独 1侶 が加わり、 「平和を与え」（ パー チ ェム ）

と祈る 。 曲はアレグロ・ヴ ィヴァー チ ェに も ど り rドーナ」とリい 「(II凸と

なる。合叩は終始「パーチェム」の語をくりかえし、やがて今ー）な完全

な、I'和への祈')を,'浄かに始め、知かい終りの合 ・知と力強い合奏の後、全：

111! が 閉ぢられる 。



KYRIE 

Kyrie eleison 

Christe eleison 

Kyrie eleison. 

GLORIA 

Gloria in excelsis Deo. Et in tcrra pax honrn,ibus 

bonae voluntatis. Laudamus te. Benedicimus te. 

Ador¥lmus te. Glorificamus te. Gratias agimus 

tibi propter magnam gloriam tuam. Domine Deus, 

Rex coelestis, Deus Pater omnipotens. Domine F山

unigenite, Jesu Christe. Domine Deus, Agnus Dci, 

Filius Patris. Qui tollis peccata mundi, misererc 

nobis. Qui tollis peccata mundi, suscipe 

deprecationem nostram. Qui sedcs ad dexter::1111 P::::ns. 

miserere nobis. Quoniam tu solus Sanctus. Tu solus 

Dominus. Tu solus Altissimus, Jesu Christe. 

Cum Sancto Spiritu, in gloria Dei Patris. Amen. 

CREDO 

Credo in unum Deum. Patrcm omnipotentem. 

factorem coeli et terrae, visibilium omnium et 

invisibilium. 

Credo in unum Dominum. Jesum Christum, 

Filium Dei unigenitum. Et ex Patre natum ante 

omnia saecula. Deum de Deo, lumen de luminc, 

Deum verum de Deo ver6. Genitum. non factum. 

consubstantialem Patri: per quern omnia facta sunt 

Qui proptec nos homines et propter nostram sa!utcm 

descendit de coelis. Et incarnatus est de Spiritu Sanこto

ex Maria Virgine: Et homo foetus est. Crucifixus 

etiam pro no bis: sub Pontio Pilato passus, et 

sepultus est. Et resurrexit tertia die secundum 

Scripturas. Et ascendit in coelum: sedet ad 

dexteram Patris. Et iterum venturus est cum gloria judica. 

vivos et mortuos: cuius regni non erit finis. 

Credo in Spiritum Sanctum, Dominum et 

vivificantem: qui ex Patre Filioque procedit. 

Qui cum Patre et Filio simul adoratur et 

conglorificatur: qui locutus est per Prophetas. 

Credo in unam sanctam catholicam、etapostolicam 

Ecclesiam. Confiteor unum baptisma. 

In remissionem peccatorum. Et expecto 
E ・resurrect1onem mortuorum. t v1tam ventun 

saeculi. Amen. 

SANCTUS 

Sanctus, Sanctus, Sanctus Dominus Deus Sabaoth. Plen1 sunt 

coeli et terra gloria tua. Osanna in excelsis. 

Benedictus qui venit in nomine Domine. 

゜
sanna m excelsis. 

AGNUS DEI 

Agnus Dei, qui tollis peccata-mundi: rniserere 

nobis. Dona nobis pacem. 
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キリエ（思慕）

t、あわれみ給え。

キリストあわれみ給え。

主、あわれみ給え。

グロ リ ア（栄光誦）

いと高きところには天主に栄光、

地においては善意の人々に平安。

われら御身を簸ぅ。われら御身を祝す。

われら御身を礼拝す。われら御身に徊泊光を帰す c
み さ か え

御身の大いなる御栄光のためにわれら御身に感謝す 。
ち 9

主なる天主、天の王、天主なる全能の聖父よ。
“＾ひと 9こ

主なる御独子イエズス・キリスト、
:uっし、 ちら

主なる天主、天主の熙｀聖父の御子、

世の罪を除き給う御者よ、われらをあわれみ給え。

世の罪を除き給う御者よ、われらの戦いを受け入れ給え。
',, 
聖父の右に坐し給う御者、われらをあわれみ給え。

そは御身のみ聖にして｀御身のみ主にてましまし、

御身のみいと高くおわせは、イエ ズス ・キリ ストより
らし みさ• • ぇ

聖霊と共に大主なる型父の御栄光の中に。アー／ン。

クレド（信経）

われ信す 、唯一の天E、全能にまします幣父、 ~( ' 
天地と見ゆるものならびに見えざるものすべて の創造主,L

•A Ul? こ

また唯一の主、イエス＇ ス ・キリ ス ト、 ー火上の御独←fを信ず。
ち'

主は万世に先立ちて聖父より化れ給ひ、

天主よりの天主、光よりの光、
1こし

真の天主よ りの真の天主にましまし、
つ(

創造られし者にあらずして生れし者、
ちち

聖父と同一にましまし、万物は主に依りて創造られたり。
"すか') "'  

主はわれら人間のため、またわれらの救霊のために天より降り、

聖霊によりて童貞マリアより人体をとりて人となり給えり。

主はなは、われらのために十字架につけられ
らし .. うし

ボンテオ・ピラトの下にて苦しみをうけ、葬られたまえり。

しかして聖書に従いて 三日目によみがえり、
J(' 

天に昇りセ点父の右に坐し給う。
せいじゃ さ● ぇ

主は生者と死者とを裁かんため、栄光のうちに再ぴ来り給ひ、
，，くに

その御国は終りなかるべし。
9・のち

われ信ず、生命を与うる御者にして主にまします聖霊を。
ち 9

すなわち聖父と聖子とより出で、
し ち

聖父と聖子と共に等しく礼拝を受け、

かっ染浣を瘤せられ給ひ、預言者たちを通して語り給えり ，，

しかして一、聖、公にして使徒伝来なる教会を信ず。

われは罪の赦しのためたる唯一の洗礼を告白し、
,. のし、

死者のよみかえりと後の世の生命とを望み奉る 。アーメン。

サンクトゥス（序誦の結び）

聖なるかな、聖なるかな 、聖なるかな、

万軍の天主にまします主、，， さか i 

御身の御栄光は天地に満ち充てり 。いと高き処にホザンナ。
み,,

主の御名によりて来り給う 御者は祝せられさせ給え 。

いと高き処にホザンナ。

こ｛｝つじ

アニュス・デイ（天主の熙）
租 L

世の罪を除き給う天主の、9ヽ ヽ、われらをあわれみ給え。
こひつL

世の罪を除き給う天主の恙、われらをあわれみ給え。
こひつし．

世の罪を除き給う天主の熙、われらに平安を与え給え。



► カラヤンのアルス・ソレムニ ス

忠田恭一

指揮-/';1・ とって ヘ I • ン ， ンC/J I '/ . ノ し 1、 ス ， ｛・・指揮 4る

とは 、 — r本 どうし、うことなの /'·7, ; か " I ,• ノ. I /}''I (アベ リ亥炎

曲 」 を弾くよ うなも のだろ．）カ・，、 i:,,、'I,,,'i Iンル ＇ 冬 の 旅 ，を）た

うようなものなのたろー）か " ; ・, /, . ,,,. l述 ．） 」．）な,・,カ・ 4る ，9

油奏家は、 ;;;;~ と L.) j j名｝を加 L C、 i'Ii_'.C11'I (.,, の 確 ，l,Eをl'.,る。 .r栄

をあらため Illよ、 ヒア ニ ス トは じ／ノを 弾 くこと 1・ ょ，てのみ 、 i'I分カ・

,,,_きて し、ることを惑し、 確 認．するこ と カ・ でさる 1よす (・ ある 。 だから、;;;-;

突家における油突 と は 、 彼が呼吸する と い じ、つま り汀虻が適.,,でなし、

かもしれ な し 、 が 、 日 常 的 なも のであると tヽ うこ と も可能だ ろう。あるし、

は また、油奏’求がそ れだし I!'I然 1こ'f'f楽 のう ら1・・:,.さてし、るとし、うこ と か

もしれない。そのために、言烈を越えた熾 烈なネi'I神 の 活動がそこで展lift

されもするだろ う。

す ぺての油奏家がそ うだとはし、えなし、。サ ー カス芸人があ っ ちの 街か

らこ っ ちの村へと 渡り歩 くように、指たの動 きだ けを誇 っ たようなリ ス

トを 聴かせてまわるピアニ ス ト tこっ てし、なし、 わけ で はなし 、。 だがぼくが

ここで 1::1 題 にして L• る の は、演奏 とし、う Ht.)に自己を 昭 けてしヽる洒奏’桑

の ことである。 小林秀雄の 言策を f/'o'りれば 「元来密柑 を 潰 して 蜜柑水 を

作 る 様 に、 物を庄し mして小味を出す と いう邸味 の言葉 」 ー表虹の (n「たる

かを知Iっ て し、る 油 奏 家 の こ と 、 つ ま り ぼ く が こ こ で 考 え た し 、 のは、たと

えばヘルベルト・フォン ・カ ラ ヤ ンのことであ る。

ロ マン ・ロ ラン は、そ のユニーク な芳~1 r 1及泊 の 歌」の 中 で、 r ミ ➔}・

ソレム ニ ス J を、 ミケ ラ ンン ，tコの シス ティナ、つまり ミケランジ ，n

(7) 描 l• た フレスコ ,,,;, 'M 後の＇ 栢判 ， 1・た とえて し、る 。 ロ マン ・ロ ラン は 、

こうし，ってし、る 0)である。 I r 」乏，UI,/ミ リ』 は 、この I:な く，ll初 を絶 L

た 序r1ネ1/1(7)財宝の一つてある，．そこ 1・ は 、 ・人 (7)背芸術り） i',:':10)人＇ぶ I),、

彼 の 1rtJ,.; な魂の も ，と も深し， ,t,o, (.•、 絶対 (/) , !成） ，• さ IJJ.1・ 托 L Cし，る 。

これ は、彼の令 'I • 罪 のテスクメン I r; 員内 .ti,¥,.,, 内 J (,I•, り、い.. ,.,.,,. ん

なぎり溢れた 'I •. 命の絶m,こ ゎ·t• (/J'IJ'j I 、:'- •• 1・lit, UJ >'., 糸・:,りiI. I , (1::1 

かにされて tヽ るものだ、 と:t, てよ／）・ノ'.,"似．！成 、＇ り<I 'I' t'I J• /, /, 

っ て、 彼が執り行 うこのミサ 奉献1よ、彼,.、I '(I.I、 J,.) ,f f¥ -~· ・ •J• I I, 

っ とも 壮大な 「神曲」であ り、彼 がそれを 'I.さ /J・ni,れ III / ,I ',--~ な"'

だ 。 背楽家たちが、 こ れに皮和的な 一 ↑ヤ を投 tIt.:. t.:. t 1 (、その f-ti{, ,,r,'I 

すぎるなん て、 tヽ っ たし、ありうるこ とだろうか？」（，与111秀 .fll,1/~ 、 , ·,i!m 内 ）．

ベー トー ヴェンの「九曲」が その 指揮 hのマ ニフュス トであ る 1よ,.I,,t. 

がきわめて多 t• 。 なにもぼくは、それのみによ って その指揮行の、,, りH

を考えよう と tヽう のではな t、し、ある t、1よそ の I",・え})"は、 >';?;,の Jj/);/.

して 糸，＇；采 (1';にすぎるの力• もしれな t 。ヽ だがペー トー ヴ ュンをどう 指 押 L

たかと tヽうことでその指揮行の 背楽のあ り力を考えようとする誘怒1・11特

て な t、こと がしばしばあ る 。そ して「 ミサ・ ソレムニス」 は、 その「）し

'"' 」に お t 、て ベー ト ー ウ， ン に対する姿勢 を 確ヽ~- Lえたもののみが と り

くみうる 作、名な のではな t、カ・。そ れは、 r皮利1(1',Jな一 'i"tIを投げるか投t)

なし、かとし、う姿勢 の 1::1四 で はな く、 安格の JI:]胆 であるはずだ。

そしてこれはまた、料l雑 なた とえ になるが、ワ ー グナ ー における「バ

ル シフブ・ ル」のよ うに、 ウ" Iレフ f しこおける 「フ T Iレス タ ノ フ 」のよう

に、 聴 き手を 選 ぶ 。つ まり 、「タンポ イザー」の1徳 さ T＇と「パルシファ ル 」

の 聴 き 手が同 じでなしヽよう 1・ 、 rェロイカ」の聴 き 手がそ のまま 「ミサ ・

ソ レムニス」の聴 さ T'であると はし 、え なし、はずだ。 ぼくがし 、って し、るの

は、決して 「エ ロイブJI より rミサ ・ソレ ム ニ ス 」 の 方 が上等な作品だ

などとし、うことではない 。 その作品のあり方の違いを いし、たし、のだ。 ひ

とことでし、えば、「パ ル シフ T Jレ」や「ファルスタッフ」、そして「ミサ

・ソレムニス」の聴 き手には、その作曲者であるワ ー グナ ー やヴェルデ

ィ や、そ してベー トー ヴェンの内懐 深く入りこもうとする 積極性が求 め

られ る。つ ま り 、 「 一 瞥 ， は 不 可 餞 で あ る と 同時 に、 無意味である。

rミサ ・ソ レ ム ニス」 は、「一 押 」することを 四性 とする俗物Philister

の も のではなく、その作者 に 対 してある 種 の 1言仰を抱く者のもののはず

だ。もちろん それは、そ の 受 け と り手 と同時に、再現者に ついて もいわ

れることである。

② 

そしてぼく は、し 、＜ つか の「 ミサ ・ソレムニス」を知 っ て L るヽ 。 残 念

ながらそのすべてがgeistigな，＇・':<.で充実してし、 たとは思えなし 、。ある も の

は、 fH料 として U)充芙／こI) を こころが けた、まさしく 「 嘗」の演突も

あ っ た 。 だがまた一 ）jにお t、て、真に感動的な再現が行われてし、たのも

事実 である。

たとえば、モノ ー ラ ル で 記録 され てし 、る ベ.ームのもの。それを初めて

聴いた時に昧 っ た惑動をぼくは今も忘れていない。すべてがゆるぎなく

白然で、しかも天空にま でとどくかと忠えるような 師きをも っ てし、た 。

伝 統 などということは、とてもむずかしい 出1胆 で、その実体を知 ること

は、ほとんど不可能にさえ忠えるのだが、ともかくその ベームに よる 「ミ

サ ・ソレムニス」は、ベー トー ヴ ェ ン がそれを作曲 してか ら 経 過 し た時

＂り の ff(さを伝えてし 、た 。 それは、誇り 心iし、歴火 をもつ トイ ツのマエス ト

ロに ふさ わ し t•i寅奏だ っ たように，＇ぶわれる 。 歴丈 0) '「［庄をそ の Ji) I. 感じ

つつ1妓 IIHしたその脊楽のうらに、ほくは ペー トー ，ゾ L ンHヘ ム の ド ラ

マを 聴 t• た ，＇

まだ他にもある 。 た と .<.Iよ・トスカニ ~ , . よ る もの 、あるし、 1よバーン

ステ イ ンに よるものな と＇。そのふ I:・-1OJ i,•i~IJ. 、この「神 rll1 , が、も IJ.

や 1イ ツた I)OJ 、 t• / ,1.J. •ー， カルな行染て なし• こ と を 教 えた。と も に i'I

紙 てペ ト ヴ， ン1・;,.1か・↓ /,,.:. と から始め て し，る 。 彼；，に は、牧てし、

え l,j 「ミ リ・ ソし 1、 /, I 0)/が＇）＇ はなし-.. t・ カ・そ 0)オ ペラのI,q o, マ _,_ス

I " I·I, 、 ✓ ,. ノo,I hlO> , 'ノ I" I・I,、1ミ 1) ・ソ レム ニス ，1こと りくむ

,. f ヽ が なし， 序川神 の k" J •ー／」・，1,, , I・,. t・ からそ 0)油終は 、 f't',_';,',O)f1'"を つ し、 て 、

祁 l<. It ff1Jfl'-J/・,I・,+ I Cそ .:.1・ は、 ;;,教的 と ばかりは l 、 えな t • 、

何か 、公,1,1:r't・,c 1,1 I•1 し ーな，（しよ） 力＇、その ,,,r かし ： よせる燃える

I 'な f.¥ fJI'/J・、(,,',--" 

"''ダ¥1・I . (o, .'I'塚 と lCo, 芯昧をし つ作品 と t• うの があるも の

(・'りん '.,¥_し― ,t,,I It・,. ,・ ノ、 1、しー と ，て 0) Iテ ィ ア ベ リ変奏1111, とかバ

'/ I 1・' . Co, 1 冬 0> /j'~ I /,-そい,.あたる /,Itだが、 rミー1/・ソレムニ

人 ，I.Iそ ,,,, は少 l述 ，(t'るよ)だ。 その i1f現行 に心の 準 fliiiと lヽ うか、

必然 ，＇し ，）か、そー！したものがむ,・;炎を 始 め る 前 に求めら れる 。ぺ 1、0)、

そ l C I、ス カ ニ ニ や,, ンステ イ ンの レ コ ー トを聴 l、て 感 じた 0)は、

+ 0) ことである。そしてこ OJ ブ） ノヤン し• よる具現 の 柱 と な 、て し・;.,o, /,、

そ 』しな 0)だ，｝

ヘ ル ペ ルト ・フ ォ ン・カ ・ノ ヤ ンが この しコードで1j・-, てし ・ る油 ~ I J. 、し・や、

そ ILを ど える 前 （こ、 こo, . I 1U. 紀後 'I鼻-0)t'r楽芥を(¥;:};,4る マ_,_ス 1ヽ" 0) 

歩の 跡をた どってみる必 ＇以 ／）• ある。

(3) 

l'.103年 4I I 5 11、そ ,,カ・ ヘ ル ペ ルト ・フ ， ン ・カ ラ ヤ ンOJ'i'.J')Lた り・

である。カラヤンが ,','/臼旨JillI', と呼 1よれ て l、たの も、も うずし，ぶ ん l','O)

ことである。,,,地は 、 リルツノルク、あ 0) ミ ，ー ズ の (-モ ー ツ，・ ルト と

詞郷 である。 中 学 11.,・(I;_(・ヒノ・ノを学ぴ、カ ラ ヤ ン 白身 の 考えでは ピアニ

ストになる つ もりだ ，たよう だか、 1926年にウィ ー ン に 移り fl・.んで、そ
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こで教 えを受 けた ビアノ 教師の すすめで 、フランツ ・シヘ・ ル クのもとで

指揮を学ぷこととな っ た 。

カラヤ ンをシャルクのもとに送 りこんだピアノ教師は、遠兄 の 持 I,で

あ っ た と い う ぺきであろう。 カラヤンの音楽は、八十八mの I:に 凝縮す

るものではなく、やはり百余人のオ ー ケス トラを必要とし、大さな空 間 の

うちで火花のごとく光 り輝 くものではなし ＇のか 。 これは脊楽の柄の llil胆

で はな く、そ の実体、 ある し、 1よそ のあ り方 の 問胆 である r

その後カ ラ ヤ ンは 、 1928年 にウルムの 歌劇場で指揮打 としてデビ CL ウ

し、 1934年までそこで技をみがくことになる 。つ いでア ー ヘンの 歌劇J-J,)

に移り、 19~年にはベル リ ンFfilii. 歌劇場に登出する 。

世芥大戦後 、カラヤンは も う一 }jの背楽 の 郡ウ ィーン でも柄蹄 を IIH始

して、その 名戸をますますゆ るぎないものとしてし、 っ た 。 19SO年代 の 後

、ドにわけるヨーロ ,,,の楽坪Yてのカフ ヤン の 市 工のごとさ存在 のしかた

は、あまりに布名であり、敢てくりかえすまでもあるまし 'o

そ の 頃 、 カ ラ ヤ ンは、彼に とっての一回目の 「ミ サ・ソレム ニ ス J の

鉗背を行 っ てし 、る。 1959年 のことである 。 エリザベー ト・ シュ ヴ ァ ルツ

コ ノプ、ク リ スタ ・ル ー トヴィ ノ ヒ、ニコライ・ゲ ・ノ ダ、ニコラ ・ツ 7"

ノカリアとし、 っ た 独 11/.',;;、それにウィーン楽友 協 会合11/',Ftlとフィルハー

モニア 'l'r弦 楽I-tiを指 押 して lヽる 。 壮人な、災し l、iiri突 tこった 。 それは、

ベー ムが歴火をま っこう から受け とめ て、 一 歩もひく こと なく、「 ミサ・

ソレム ニ ス，を ,,i:取~ したのとは少し 違 っ て、もう少し国際(1'1な惑覚で衷

うちさ れた｀ つま りドイ ツ人としてよ り自由なヽ［場 に 、'r.っ ての 再現であ

っ たよ うに 忠われた 。 そ の 演 奏 は ま た 、 カ ラ ヤ ン が 、 た 人 フ ル トヴュン

，，，ラーより、かの イタリ アの 小 男の戦格主筏に近い ことを感じさせもした。

それからほぼ 7年 ほどの時 IIりが経過した。その 7年間 にカラヤンが何

度 「ミ サ・ソレム ニス」 を指揮 したか、ぼく は知らなし、 。 だが先のフィ

ル ハー モ ニ ア 1や弦楽団 を指揮 したものとこのベル リ ン ・フ ィ ル ハ ー モ ニ

ー 竹弦楽団を指揮 した新盤 とを 聴 さ較 べ ることによ っ て（もちろん オ ー

ケストラの技佃やその音色の違 L• を考えに人れてのことだ）、カラヤンの

上にすぎた 7年とし、 うII寺I/りの 価値 を知ることはできる 。

カラヤンを考える とさ、 し、 つ も店，＼ 、出す含我がある 。 か つてペルリン

・ドイ ツ ・オ ペラ m -lnl束 ぷ シーズン のため！こ来日したクリスタ.Iレー

トヴ ィノヒ が 、カラヤ ンとヘ ムはどう 違 うのかとたずねられて、答え

た含我である clレ ー トウ ィノヒはこう L• っ た・・・ ・・カ ラヤン は 指 揮 者 に な ら

なくても、た とえばれ 学 /11.な ，て も政治家にな っ ても成功した人だけ

ど 、 ペーム は背楽家 になることでその キ能を充堕に示しえた。ペー ムの

脊楽に対する姿勢の 真限 さ、そしてカラ ヤ ンの キ能の 咄 罷 さを忠うとき、

ぼくは、 9レー トヅイ ノヒ Cl)け虻がfill述 ，て t、なか っ たと 想 う。

昨 今のカラヤンの研即 ぶ りは 、 IIを 兄はるばかり である 。 そのレ パー

トリ ー の多彩さばかりでなく、オ ペラの油出ま で fが I)る。 た が 、 気 を

つ tiな t/れ 1ぷtヽ I)な t、Cl)は、カラヤンのその 部 ば な し t、/,';沢，！ぶり、また

はそ の派手な指押姿、な t• Lは政祐,,りな身のふ り）jな どに気を とら れて、

彼 の 1"r楽 の も つ 真 Cl)if[みを訊角,'することである 。 「rミサ ・ソレム ニ ス J， 
は 、 ミ ケ ラ ンシ＿，口 のシスティナの よ う な も の だ 」 と tヽ っ たロマン・ロ

ラン Cl!,'[(J;; をふたた切：＇,'りれ ば、カラヤンの二 十 lit紀後 'I屯の 背楽界にお

tiるありルは、そのミケランシ 1 口 のシスティナに似 て t、る。たとえ ば、

＂ マン ." ラン は こうつづけて し・ るが、 これはそのままカラヤンに 対す

る 批判 の 答え と はならな t ヽ tころ）か。「批評家に と っ ては、この 作品の t• ろ

tヽ ろな行きすぎ と か、 こ れ と I口l種 の 作品 のな t、ことなどを 学げる ほど容

易な 戯ればな t• 。 も っと 悶‘りな、も っ と mer, に 節 度 を 守 っ たかくかくの

他 の作品 に 対す る個 人 的 な 愛 好 を た て に と っ て、この作晶に反対するこ

とはど 、やさし t 、こと 1 よなし~ 。だが、およそ、それくふ t 、しみ っ たれた、



し・なしし 、こと があろ うか.,天キか ら帝王的な ）而物を）罰 られた と さ、 彼 が

われわれをみたし て くれたかけがえのなし・ホをば、感謝の燃える心で抱

さ Lめるかわりに、し、し、気にな っ て 、 な し 、 も の ね だ り を す る ほ ど、われ

われの 序，'I神 のみじめさを 11¥匹し てよいものだろうか・？」（前掲否）。

④ 

すぐれた外 国 文 学 の研究家が、日 本文学のよさ 耶解打であり、また和

烈な批判行であるということは、しばしば兄るところである。痛烈な批

判行 で ありうるというのは、曰本文学の中に訂までつか っ てし、る人は兄

沼してしまうかもしれなし・真実をさぐり出すことができるとし、うことだ。

Iヽ'r,なた と えかもしれなし、が、カラヤンにぼくはそれを感じる。

久にも ふ れたが、カラヤンはフルトヴェン グラ ー の後組者たる ことを

炉否し て 、 トスカニーニに多くを学んだ。 ドイツ人の、正確にはオ ース

トラ リア 人のカラヤンは、同じ言話を使うフルトヴェン グラ ー ではなく、

I;,, カ ニー ニ に共感した とし、うことは、とても 輿味ぶかし・。そしてまた

/J ノヤ ンは、イタリオ・ オペ ラ の す ぐ れ た 指 揮 打 で も あ る 。 トスカニ ー

）長しなイ ン ・テンポの音楽 (1950年代前半のレコ ー ドにそれがとりわけ

11)1ら か で ある）、そしてイタリア ・オ ペ ラを指揮 して兄せる 艶やかなカ ン

タ ビ レ、 それらは彼の身体の中に流れるゲル マン の 血 へ の叛逆とはな

ら な l、か。

叛逆 の 先にあ っ たのは、深沈1であ っ たかもしれない 。 だが叛逆 をさわ

めた その究極のところでふりかえ っ た時、その叛逆をくわだてたも の が 、

し、ま だ か つ てなか っ たような 確 か さ を も って認識されると し、うことはあ

り え なし、だろうか。叛逆をくわだてたもの、 つ まり平た (lヽえばドイツ

的脊 Ill:芥、それがし、かにも魁惑的にカラヤ ンの心にうつ っ たとし、うこと

は I';え られなし、ことかどうか。

カ ラヤ ンの ド イ ツ ヘ の 回 帰、などとい っ てしま う と、事は大袈裟にな

り、具体性をなくしてしまう 。つまりぼくはこの「 ミサ・ソレムニ ス」

の 演奏に、今迄の彼のし、かな・るレコ ー ドにもまして、 ドイツのマエスト

ロ・カ ラヤンを惑じたとし、うことなのである 。 ぼくのし 、うドイツとは、

不 確 定 と たえまのない生成の国、秩序への激しい情熱をもちなが らもそ

恨底におし、て新しい変化なら何事によらず受け入れる準,,mので きてし、る

受動の国、革命の国であり、そこに住むドイツ人とは、深く、真剣な、

でも謀沌として、 ドイツ人自身にも説明ができなし、ほ ど深くうもれた生

命をその う ちにも っ たものであ り 、 半 神 秘 主 戟 で ひ ど く 汎 論 的 な惑ti'/の

岱 ―ヒである と し、う珂解にた っ てのものである 。

こ れもまたドイツ人の特質のひ とつ であ るの だが 、こ れほ ど fleiss1g

勤勉で、 こ れほ どgrundlich徹底的に、音楽ととりくんだ例とし、うのは、

今日さほ ど 多くはないのではないか。そこにまたドイツ人の魂の状態を

考えることができるかもしれない。

そしてドイ ツ のマエストロにと っ て 、 ペ ルリ ン ・フィル ハ ー モ ニー で

弦楽団がし、かにかけがえのなし、ものかは、あらためて述べるまでもある

まい。レコードをお聴きし、ただければ、すぐにお判りし、ただ けることの

は ず だ 。 ォ ー ケ ス ト ラ の 音 色 を も 含 め て の 、 そ の 性 格 が 、 こ れほどの価値

をも っ ている例もめずらしい。それもまた、ここでのカラヤンの演奏の

あり方を裏づけるひとつの材料となりうるだろう。

もう 一 度、例のミケランジェロのシスティナのたとえを使 っ て、ぼく

はこの文京をしめくくりたいと思う。カラヤンには、まだ充 分の未来が

ある 。 すぐれた芸術家のすべてがそうであるように、彼もま た、今日の

自己をやがて否定し、新 たな自己の確立に努力するはずである 。 だ か ら い

＊歌手のメモ

つの IIか 、 ぼ くはま た 、彼の 指揮-4ろ 「ミ4/ ・ソ レム /,''・人さな 感

動を昧うのかもしれなし、 。 だがこのレコ ー ドは 、ヘ ルベ ルト・ フ 9 ン ・

カラヤンという稀布な天オが完”に、そして充分 に そ こ に記鉗 され てい

るということで、不滅の意味をもつ 。つ まりこれはカ ラヤ ンに と っ ての

システィナである。

こ の レ コ ー ド の 演 奏 を 聴 い て 、 思 し 、 出 し た 言 葉 が あ る 。ベー トー ヴ ェ

ンの言葉である。それは、 18 12 年 7 月 17 日 にハンプルクのエ ミ リエ • M

に宛てた手紙のうちにある 。 「Nur die Kunst die Wisscnschaft 

erheben den M enschen bis zur Gottheit. 芸術と学問だけが、人

皿を神性に高める」。

「．ー・-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-・一・ー・ー・-・ー ・ー ・ー ・ ー ・ー・ー ・ー ・ ー ・ー・ー ・ー・ー•一・ー・ー・ー・-・-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-・一•一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-1

i ャノヴィッツ Gundul a Janowi tz ヴンダーリッヒ Fritz Wunderlich i 

、 ペ ルリン生まれのソプラノ ・リリ コ・スピ ン ト。1960年デビュ ー と伝え 「魔笛 J の 王子タ ミー ノとか「後宮よりの誘拐」の ペ ルモンテをうた i 

i られるが、今やその活訟は、 まことにめざましいものがある。カラヤ ン っ て、新鮮な歌11/Jを示す。 声の質としてはリリックだが、それを越えた ！ 

i に認められて、ウィーン国立歌劇場のメンバ ー とな り、やがてザルップ 心↑iりのこも っ た歌を聴かせる。ヴンダーリッヒの真の活匹は、まだ始 っ ！ 

i 'レクや 9レツェルンの音楽祭にも参加するようにな っ た。声は 、まこ と に た ば か り で あ る 。 そして1966年 9月17日 、 彼 は ま だ 若 く し て 世 を 去 っ た。 i

！ 響 きの純粋な 美声であり、過不足ない表現力をそなえている。オペラば したが っ てこの最新鉗音の「 ミサ・ソレムニス」におけるテノール・パ i 

i か り で な く 、 コ ン サ ー ト ・ シ ン ガ ー と し て 高 い 評 価 を 受 け ている 。 その i ー トは、ヴンダー リ ッ ヒ の 白 .f.oの歌のひとつである。エルンスト・ヘフ i 

0 コ ンサ ト・シンガーとしてのヤノヴィ ッ ノの歌唱は、共に カラヤンと i リガー に多くの活訟が期待できない今、ヴンダー リッヒを失 っ たことは、‘

i 協演したが、ペートーヴェンの「第九交響叫やプラームス の「ドイツ あまりにも残念なことだ っ た 。 i 
i ・レクイエム」などで、すでに明らかなところである。 ！ 
: , レートヴィッヒ Christa Ludwig 

ペリー Walter Berry 

l 1924年（または1928年 と lヽう説もある）にペルリンで生まれたメゾ・• 1929年にウィーンで生まれたバリ トン。 1950年にデビ ュー している。 i 
i i ソプラノ 。 1946年にフランクフル トでヨ ハン・シュ トラウスの こうも

か つ て ベ リ ー は 声 に ま か せ て 粗し、歌 をう たっ てい たが 、最 近 5年ほどは、 i
i り」でオルロフスキーをうた っ てデビ ュ ーしている。レパー トリ ー は、

その生来の豊かな声に、作品認識の確かさを加えて、説得力のある歌唱 ！ 
i きわめて広い。ドイツ ・オ ペラの、たとえばソプラノの持役とされてし 、
！ を示すようにな っ た。 i舌匹の場は、おもにオペラ・ハウスにあるが、宗 i 
｝ る「フィデリオ」のレオノーレもうたえば、「アイ ー ダ」のアムネリスも

教音楽をうた っ て も 、 こ の レ コ ー ドに聴けるような、作品の様式をふま i 
i うたい、リ ー トをうた っ ても情感の豊かな歌昭を示し、宗教音楽での真 i 

え た 見 事 な 歌 唱 を み せ る 。 まだ若いこの バ リト ンは 、 索質 と才能にめくゞ ！ 

i 摯な うた lヽぷりも見事である。つまりオ ー ル ・ ラ ウ ン ド で あり、しかも
• まれて、明るい未来が約束されている 。i そ の い ず れ に お い て も 高 い 完 成 度 を 示 す 。 今日のヨーロッパの楽壇を代 l 

i 表 す る に ふ さ 少 し い プ リ マ ・ ド ン ナ と い え よ う 。 i 

'-・-・ ー ・一·- ・ー ・ー ・ ー ・ー ・ ー ・ー・ー・ー ・ ー ・ー・ー・ー・一·-・ー ・ー ・ー・ー ・ー・一•ー・ー・ー・ー・-・一・ー・-・一・-・一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-・ー ・—•一 •一•ー・ー・ー・ー・-・一•一•ー·-·一•一・ー・-・一・-・一•一・-・-・ー・-・一・ー・-・一 ・ー ・ ー ・ー ・ ー ・ ー ・ ー •一 • 一 ・ー ・ ー •一•一 •一 •ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・i

r・ ー・ー ・ ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー·ー・ー・—•一---一•ー・ー ・-- ー・一 --・-- - ・ー--・ー ・ー·ー ・ー・—•一・＿、ー・ー--・一・ー・-・-・一•一・ー・--一・-・一•一·- ·一•一・-・一9一--・一--・一・ー・-・—·-· 一・ー・ー•一·- ·一•一 ·ー ・ 一・ー・ー・- -一 •一 ヽ ー ・一•一 •一---一-- ·一--・ー・ー・ー・＿、一--・！

! 

r・ ー・ー・--一 • 一•一・--一・ー・ー・ー・- ·一・ー・-・一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-・一・-・一·--一・ー ・ ー•一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・―i

i i 

！ 録音 年月日 演奏時間 ！ 
i i 
i 196呼 2月21日~28日 第 1面 1. キリエ 10'05" ; 

l i 

i 録音場所 2. グローリア 17'58" l 
' i  l ベルリン，イエス・キリスト教会 第2面 3. クレド 22'19" ! 

! 
！ プロデューサー：オット ー ・ゲルデス 第3面 4. サンクト ゥスー ！ 
i ! 

i ディレクター：ハンス・ヴェーバー ベネディクトゥス 17'381' I 
i 

！ 録 音 技 師：ギュンター ・ヘルマンス 第4面 5. アニュス ・デイ 16'24" ! 
； 

i l L. ー ・一• ー ・—--·一--・一・ー•一•一・-・-・一・-・一・-・一・ー・ー ・ ー ---- -- - --- - - -一--·- - -・— • 一·ー・ー ·ー ヽ ー・一 • 一•一 • 一·ー•一•一•一・-・一9ー・ー・ー・一・ー・ー・---・--ー・ー・ー・---・一•一·- ·一・---・------一・---・ー・---------・ー--・-・一 9ー・— •一•一•ー・ー・ー・ー·-·ー・ー・-・i
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i 昭和 42年 2月10日印刷 i 
i i 
i 昭和 42年 2月15日発行 ： 
i i 
i i 
i i 

i M G-1370/71 
i l 
i i ベー トーヴ ェン《荘厳ミサ曲》に添付 ！ 
i : 
i 

ポ•J~—Jl-樟式合社

印 刷：精美常印刷株式会社

し•一・ー・ー・---・一・一•一・ー ・ー・ — •一・ --一・ー・ー・ー・一 • 一•ー・ー・ー・ー・ー・ー・--一・ー・ー・ー・一・ー・ー・ー・ー・ー・--一 ・ --一・ー・— •一・ー・ー・！
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